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ユーザーインターフェース

の利用 

ユーザーインターフェースの利用：概要 
このセクションでは、PC-DMISユーザーインターフェイスの主要部分について紹介し

ます。この項では、個々のニーズに最も合うようにPC-DMISのグラフィカルオプショ

ンのいくつかをカスタマイズする方法についても説明します。(これらの使用可能なオ

プションに関する追加情報については「CAD表示の編集: はじめに」項を参照してくだ

さい。) 

以下に記載される各トピックはンターフェイスの特定の機能を示します。これらは、こ

の項で述べられている項目です： 

• ユーザーインターフェイス 
• ホームページ 
• メニュー バー 
• ツール バー エリア 
• グラフィックの表示ウィンドウ 
• ステータス バー 
• ダイアログ ボックスの内容 
• ユーザー インターフェイスのカスタマイズ 

PC-DMISでは、ユーザーがマウスまたはキーボードを使用して、コマンド入力または

オプション選択を柔軟に行えます。また、PC-DMISはショートカットメニューとショ

ートカットキーをよく使われるコマンドに割り当てます。「ショートカットキーおよび

ショートカットメニューの使用: はじめに」セクションを参照してください。 

 

ユーザー インターフェース 

PC-DMISユーザーインタフェースは幾つかのエリアに分かれており、各エリアは特定

の機能を実行するか、必要な情報を表示します。下記に画面エリアの簡単な説明を記載

します。（追加情報は文書の指定の場所に記載されています）。 
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PC-DMIS ユーザーインターフェイスを示す例。 

1. タイトルバーにはPC-DMISのバージョン情報、PC-DMISのオフライン状態また

はオンライン状態、PC-DMISが管理者モードにあるかどうかが表示されます。

PC-DMISはオンラインの場合、測定機の名前も表示します。 

 

2. メニュバーにはPC-DMISアプリケーションから使用できるメニューとメニュー

項目があります。詳細については、「メニューバー」を参照してください。 
3. ツールバーエリアにはよく使われるコマンドのツールバーがあります。ツールバ

ーエリアを右クリックして、これらのツールバーにアクセスすることができます

。「ツール バー エリア」を参照してください。 
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4. グラフィック表示ウィンドウではパートの表現をグラフィックに表示します (ト
ップビューを図に示します)。このエリアのサイズは一定です。ただし、表示エ

リアを最大4つの異なるパート画像に分割することができます。 詳細については

、「グラフィック表示ウィンドウ」を参照してください。  
5. ダイアログ ボックスはPC-DMISとユーザー間の主な通信チャネルです。利用可

能な要素がダイアログ ボックスに表示され、これを使って大部分の入力データ

を入力することができます。詳しくは「ダイアログ ボックスの説明」を参照し

てください。 
6. 編集ウィンドウは測定ルーチンを表示します。このウィンドウでは測定ルーチン

内の特定コマンドにアクセスでき、個々の仕様を満たすように変更を行うことが

できます。 完全に文書化された編集ウィンドウの操作については、「測定ルー

チンの編集」および「編集ウィンドウの使用 : 概要」の章を参照してください。 
7. ステータスバーはその時点での動作にとって重要な情報を表示します。 それに

はプローブの現在位置、プローブ校正データ、測定された最後の要素の標準偏差

、取込み点数およびその他の情報などがあります。 また、進行中の動作につい

てのプロンプトおよび関連情報を表示するメッセージエリアもあります。より詳

しい情報は 「ステータスバー」を参照ください。 
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ホームページ 

 

ホームページは、測定ルーチンを開く前にPC-DMISに表示される最初の画面です。す

べての測定ルーチンを閉じてもアプリケーションは閉じない場合に表示される画面でも

あります。ホームページにはさまざまなビュー（[ホーム]、[最近]、[お気に入り]、[開く

]、[発見]など）があり、これを使用してコンピューター上の測定ルーチンにアクセスし

たり、その他の操作を実行したりできます。ホームページには、コミュニティサイト、

ニュース、製品ビデオへの便利なリンクもあります。 

ユーザーはやはりファイル|開くとファイル|新規作成を使用して、測定ルーチンを開い

て作成することができます。 

 デフォルトではPC-DMISを起動し、測定ルーチンを読み込まないときはホーム

ページが表示されます。これが表示されない場合は、有効にする必要があります。これ

を行うには、[セットアップオプション]ダイアログボックス（編集|カスタム設定|セッ

トアップ）の[全般]タブで[ホームページを表示]チェックボックスをオンにします。詳

細については、「カスタマイズ設定」章の「ホームページを表示する」を参照してくだ

さい。 
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左ペイン 

ホームページから、左ペインはこれらのビューにアクセスできます： 

• ホーム - このビューは、測定ルーチンを作成または開くためのタイルを提供しま

す。独自の[最近]および[お気に入り]の埋め込みビューもあります。ここの最近

には、最新の測定ルーチンのタイルの列が表示されます。ここのお気に入りに

は、お気に入りとしてマークした最新のアイテムのタイルが一列に表示されます

。 
• 新規 - このビューには新しい測定ルーチンを作成できるテンプレートが表示され

ます。初めてPC-DMISを使用するときは、このビューにはすぐに使える以下の

テンプレートが表示されます。 
o 空白テンプレート - このオプションは簡単な測定ルーチンを作成します。

これはファイル | 新規メニューからの測定ルーチンの作成に似ています。 
o ポータブル実行テンプレート - このオプションはポータブルデバイスによ

って実行されるための測定ルーチンを作成します。 
o Q-DASエクスポート (出力) テンプレート - このオプションは既存の統計

データとトレースフィールドコマンドを有する測定ルーチンを作成し、測

定情報をQ-DASソフトウェアにエクスポート(出力)します。 

また、任意の既存測定ルーチンを変更して、テンプレートとして使用することが

できます。詳しくは、PC-DMIS Core ドキュメントの「測定ルーチンテンプレー

トの使用」トピックを参照してください。 

• 最近 - このビューには、最近のすべての測定ルーチンのタイルが表示されます。

ホームビューで利用可能な最近の測定ルーチンの一行以上を表示することがで

きます。 
• お気に入り - このビューには、お気に入りとしてマークしたすべての項目のタイ

ルが表示されます。ホームで利用可能な最近のお気に入りの一行以上を表示す

ることができます。 
• 開く - このビューには、定義済みフォルダー内のすべての測定ルーチンまたはサ

ブフォルダーのタイルが表示されます。 

デフォルトでは、PC-DMISは現在のバージョンの以下のフォルダの内容を

表示します： 

C:\Users\Public\Public Documents\Hexagon\PC-DMIS\2026.1 
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管理者としてPC-DMISを実行している場合は、追加のフォルダを定義した

り、設定からフォルダを非表示にすることができます。 

• 見つける - インターネットに接続された状態で、このビューには以下の2つのタ

ブが表示されます 
o ビデオ - このタブは以下のような項目を紹介するビデオの一覧を提供しま

す 
o PC-DMISの強調表示 
o PC-DMIS トレーニングビデオ 
o 関連製品 

o ルーチンの例 - このタブは、特定のタスクまたは測定を実行するための測

定ルーチンにすでにあるコマンドを使った測定ルーチンの例の一覧を提供

します。各タイルに描かれた意味のよく分かる絵は関連のある概念を示し

ています。 
o 測定ルーチンはレベルに従ってグループ分けされます。レベル数は

関与する概念における相対的な難しさを表します。 
o 一部の項目は自動化スクリプトを使用してタスクを実行します。タ

イルに記載された意味のよく分かる絵は右下隅にある以下の小さな

スクロールアイコンを使用して、そのスクリプトが使用されたこと

を示します。 

 

o タイルにある...メニューを使用して、測定ルーチンをデフォルトの

測定ルーチンディレクトリにダウンロードし、それらをお気に入

りに追加することができます。また、ポインターを測定ルーチン

の上に置き、[ダウンロード] ボタン ( ) を使用してそれらをダウ

ンロードすることができます。ダウンロードしたら、フォルダー

エクスプローラで表示ボタン ( ) を使用してファイルエクスプロ

ーラでファイルを開くことができます。 
FUSION - このビューは最初、PC-DMIS FUSION アプリケーションに関する情

報を含む [ようこそ] タブを表示します。 
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PC-DMIS FUSION はユーザーが以下を行えるように、ユーザーのすべての計測

データを集めます： 

• PC-DMIS の結果およびレポートの確認 
• 時間の経過に伴うサンプルレベルの詳細を確認する 
• SPC トレンドを検索する 
• 中央ダッシュボードにおけるパート情報の表示 

PC-DMIS FUSION を [ようこそ] タブからインストールするには、[詳しく学ぶ] 
をクリックします。このアプリケーションを使用するためのライセンスを取得す

ると、Universal Updater アプリケーションからそれをダウンロードしてインスト

ールすることができます。 
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(システム要件とインストールの指示については、PC-DMIS Fusion リリースノー

トを参照してください。) 

これで PC-DMIS と同じコンピュータにアプリケーションがインストールされま

す。PC-DMIS に PC-DMIS FUSION をインストールすると、FUSION ビュー内部

で [設定] タブが [ようこそ] タブの隣に表示されます。 

http://nexus.hexagon.com/documentationcenter/en-US/bundle/pcdmis-fusion-2026.1-release-notes
http://nexus.hexagon.com/documentationcenter/en-US/bundle/pcdmis-fusion-2026.1-release-notes
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[設定] タブを使用して、PC-DMIS がパートデータを PC-DMIS FUSION アプリケ

ーションに送信する方法をコントロールできます。PC-DMIS はユーザーが送信を

選択するデータのみを送信し、送信済みデータはすべてユーザーのコンピュータ

に残ります。詳しくは、「PC-DMIS FUSION 設定」を参照してください。  

 PC-DMIS FUSION がインストールされていない場合、[ようこそ] タブし

か利用できません。 

•  設定 - このビューにはホームページの [設定] が表示されます。 
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右ペイン 

右ペインに、選択されている現在の項目に基づいて変化する情報およびその他のオプシ

ョンが表示されます。 

初期ビュー 

最初に、ホームページの右ペインに以下の項目のリンクが表示されます。これらの項目

の大部分にアクセスするにはインターネット接続が必要です。  

• 新規追加の機能 
• フォーラムへのアクセス 
• 提案がありますか。  
• ニュースレター (最新のソフトウェアメンテナンス契約をお持ちの場合はご利用

いただけます) 
• サポートが必要ですか。 
• オンラインショップ 

測定ルーチンについての項目 

測定ルーチンを選択すると以下のように右ペインが変化して、測定ルーチンの詳細を示

す [詳細] ペインを表示します。 

[詳細] ペインの上部にルーチンの名前とそのサムネイル画像が表示されます。サ

ムネイル画像の右側の [作成日付] に測定ルーチンが作成された正確な日付と時刻

が表示されます。 

サムネイルの変更 - このボタンは、測定ルーチンのサムネイル画像の上に表示さ

れます。PC-DMISを管理者として実行している場合は、サムネイルを変更できま

す。この画像はInspectともリンクされています。つまり、PC-DMISでサムネイル

画像を変更すると、Inspectでも変更されます。  

プレビューペイン - このエリアには、測定ルーチンがCADファイルを使用してい

る場合にCADのプレビュー画像が表示されます。画像をサムネイルとして設定を

クリックして、CADプレビュー画像からサムネイルを作ることができます。この

サムネイルを変更するには、PC-DMIS を管理者として実行する必要があります。 

お気に入り - このエリアでは、スターアイコンをクリックして測定ルーチンをお

気に入りに追加したり、測定ルーチンをお気に入りから削除したりできます。 
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ニックネーム - このボックスでは、測定ルーチンのニックネームを入力できます

。フォルダ構造における実際のファイル名は影響を受けません。ニックネームは

お気に入りビューに表示される名前にのみ影響します。 

開く - このボタンは選択された測定ルーチンを開きます。 

オンラインで開く - このオプションは、測定ルーチンをオフラインモードまたは

オンラインモードのどちらで開くかを決定します。このオプションは、ライセン

スでオンラインとオフラインがある場合にのみ表示されます。 

CADを含める - このオプションは、測定ルーチンに関連付けられたCADファイル

を開くかどうかを決定します。 

パス - このテキストには、選択した測定ルーチンへのフォルダのパスが表示され

ます。また、それはクリックしてファイルエクスプローラでそのルーチンのフォ

ルダーを開き、.prg ファイルを選択できるリンクです。   

フォルダーエクスプローラを開く - このボタンは左ペインの見つけるタブにアク

セスして測定ルーチンの例をクリックすると、表示されます。このボタンはダウ

ンロードされた測定ルーチンの例のためのフォルダーに対するファイルエクスプ

ローラを開きます。このボタンは測定ルーチンの例をダウンロードしたら使用で

きなくなります。 

テンプレートの項目 (新規タブ) 

新規タブからテンプレートを選択すると、右ペインが変化して、作成したい測定ルー

チンの詳細を表示します。[ファイル | 新規] からの [新しい測定ルーチン] ダイアログボ

ックスには以下の同じ情報があります。 

ニックネーム - このボックスは測定ルーチンのニックネームを定義します。デフ

ォルトではこれは選択したテンプレートの名前と一致します。詳しくは、上記の

「ニックネーム」を参照してください。 

パート名 - このボックスはパートの名前を定義します。PC-DMISが作成する.prg
ファイルも同じこの名前を使用します。 

場所 - このボックスは測定ルーチンを作りたいフォルダーを定義します。 

シリアル番号 - このボックスはパートに固有のシリアル番号を定義します。この

項目はオプションです。 
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改訂番号 - このボックスはパートまたは測定ルーチンの改訂番号を定義します。

この項目はオプションです。 

単位 - このリストは測定ルーチンが測定の単位にミリメーターまたはインチのど

ちらを使うかを定義します。選択する単位は選択したテンプレートファイルの単

位と一致しなければなりません。 

作成 - このボタンは上記の情報を使用して、場所フォルダーに測定ルーチンを作

成します。 

オンラインで作成 - このオプションは測定ルーチンがオフライン測定ルーチンで

ある (測定機に接続されていない) か、オンライン測定ルーチン である (測定機に

接続されている) かを定義します。 

• オフライン測定ルーチンでは、PC-DMISがCMMに接続されていなくても

、CMMなしで測定ルーチンとコマンドを作成することができます。CADモ

デルで測定する要素を定義します。 
• オンライン測定ルーチンでは、CMM のプローブおよびジョグボックスを

使用して、ユーザーが測定したい要素を PC-DMIS にティーチングします

。 

見つける項目 

[ビデオ] タブからビデオを選択すると、右ペインが変化して、選択したビデオの詳細が

表示されます。  

起動 - このボタンはデフォルトのインターネットブラウザでビデオを起動します

。  

 

設定 

これらはホームページから利用できる設定です。設定にアクセスするには以下の条件を

満たす必要があります。 

• 管理者としてPC-DMISを実行する 
• PC-DMISはオペレーターモードであってはいけません 
• PC-DMISは保護モードであってはいけません  
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汎用設定 

現在のテーマ - これはアプリケーションの見え方を暗と明のいずれかに変更します。新

しいテーマを表示するには、アプリケーションを再起動する必要があります。 

インターネットアクセス - 以下の2つのオプションを使うと、ホームページに対するイ

ンターネットアクセスをカスタマイズすることができます。 

自動インターネットアクセス (情報) を可能にする - このオプションは右上の情報

パネルを有効にします。 

手動インターネットアクセス (リンク) を可能にする - このオプションはインター

ネットへのすべてのリンクを有効にします。これらのリンクにはホーム、測定ル

ーチンおよび見つけるでの動画に関するリンクなどがあります。 

無効のとき、ホームページはインターネット上の項目にアクセスできません。 

フォルダーエクスプローラ 

PC-DMISルーチンの場所 - このセクションでは、[ユーザーフォルダを新規作成]をクリ

ックして、定義済みまたはカスタムの拡張子を持つフォルダへのパスを含む新しいユー

ザー定義フォルダ設定を作成できます。管理者としてPC-DMISを実行している場合は

このセクションのみで変更を加えることができます。 

ラベル - このオプションは他のビューのフォルダの下に表示されるフォルダの単

純なラベルを提供します。ここに何も入力しないと、ソフトウェアはデフォルト

のファイル名またはフォルダ名を使用します。 

パス - このオプションはユーザー定義のフォルダのパスを表示します。作成時に

パスを定義することができます。パスを変更する場合は、特定のユーザー定義の

フォルダ設定を削除して再度作成する必要があります。 

拡張子 - このボックスは、PC-DMISがホームページに表示するファイルをフィル

タリングします。ユーザーフォルダを新規作成をクリックすると、このフィルタ

を定義できます。カンマで区切る限り、複数のフィルタを追加できます。例えば

、*.prgを入力または選択して、PC-DMIS測定ルーチンを表示することができます

。*.*と入力すると、すべてのファイルを表示することができます。拡張子を変更

したいのに、ユーザー定義のフォルダ設定が既に定義された場合は、特定のユー

ザー定義のフォルダ設定を削除して再作成する必要があります。 
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 - フォルダの表示状態の切り替え - このオプションはユーザー定義フォルダ

の表示状態を変更します。このオプションを使うと、フォルダを非表示にして、

このPCで表示されないようにすることができます。 

 - この設定を削除する - このボタンはユーザー定義のフォルダーの隣に表示

されます。このボタンをクリックすると、PC-DMIS はそのユーザー定義のフォル

ダーを [設定] 画面から削除します。Windowsエクスプローラの実際のフォルダは

変更されません。 

ユーザーフォルダの新規作成 - このリンクされたテキストは、定義できるユーザ

ー定義のフォルダー設定を新規追加します。 

 

この...メニュー 

 

...メニューは、ホームページの測定ルーチンタイルの上部にあります。...メニューを表

示するには、測定ルーチンタイルをクリックします。このメニューには、測定ルーチン

で実行できる一般的な操作の一覧が表示されます。以下のオプションの一部は [詳細] 
ペインにあるオプションと同じです。以下のオプションは、[詳細] ペインを使用してそ

れらのオプションを実行したくない場合に役立ちます。 

• 開く - このメニュー項目は編集または実行のためにルーチンを開きます。 
• お気に入りを追加 - このメニュー項目はルーチンをお気に入りビューに追加しま

す。 
• テンプレートを追加 - このメニュー項目は管理者としてPC-DMISを実行する場

合にのみ表示されます。このメニュー項目は測定ルーチンからテンプレートを作

成します。テンプレートを追加ダイアログボックスが開き、テンプレートの名

前および記述を入力することができます。テンプレートは測定ルーチンで繰り返

し使うコマンドがある場合に役立ちます。測定ルーチンでそれらのコマンドを設
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定し、それからテンプレートを作成することができます。このプロセスについて

詳しくは、「測定ルーチンのテンプレートを使用」を参照してください。 
• お気に入りを削除 - このメニュー項目は測定ルーチンをお気に入りビューから削

除します。 
• 最近のものを削除 - このメニュー項目は測定ルーチンを最近ビューから削除しま

す。 
• テンプレートを編集 - このメニュー項目は管理者としてPC-DMISを実行する場

合にのみ表示されます。このメニュー項目はテンプレートを編集ダイアログボ

ックスを開いて、テンプレートの記述を変更できるようにします。 
• テンプレートを削除 - このメニュー項目はテンプレートを新規ビューから削除し

ます。 

 

ルーチンの作成 

1. ホームページから、「ホーム」をクリックします。 
2. 新規ルーチンタイルをクリックして、測定ルーチンを新規作成ダイアログボッ

クスを表示します。 
3. ダイアログボックスに記入し、[OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じ

ます。 

PC-DMISはまた、最近ビューにもルーチンを追加します。 

測定ルーチンテンプレートの使用 

測定ルーチンのテンプレートとして機能する測定ルーチンまたは測定ルーチンの一部を

作成することができます。次に、PC-DMIS ホームページでこの測定ルーチンから他の

測定ルーチンを作ることができます。これは、新しい測定ルーチンのために同一コマン

ドを繰り返し作成する場合が多いときに便利です。 

ルーチンからテンプレートを追加する 

1. 管理者としてPC-DMISを実行します。 
2. ホームページで、その測定ルーチンのタイトルから...メニューオプションにアク

セスします。 
3. テンプレートを追加を選択してテンプレートを追加ダイアログボックスを表示

します。 
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4. テンプレート名でテンプレートに意味が分かりやす名前を付けます。 
5. 記述にテンプレートの記述を入力します。 
6. 単位でテンプレートの測定単位を選択します。 
7. OKをクリックしてテンプレートを作成し、左ペインの新規ビューに追加します

。 

デフォルトでは、テンプレートには最初のLOADPROBEおよびTIPコマンドから測定ル

ーチンの最後までのすべてのコマンドが含まれています。 

PC-DMISはテンプレートを以下の場所にあるテンプレート名に一致するフォルダーに

保存します。 

C:\ProgramData\Hexagon\PC-DMIS\2026.1\Templates\ 

テンプレートの元になるものをコントロールする 

測定ルーチンの一部分だけをテンプレートコマンドとして組み込む場合、特別の開始お

よび終了ドキュメントコメントを使って、それをコントロールすることができます。 

1. テンプレートとして使いたい測定ルーチンを開きます。 
2. PC-DMIS に新しい測定ルーチンに挿入してほしいコマンドを決めます。 
3. 以下のドキュメントコメントで実際に挿入したいコマンドを囲みます。 

• #TEMPLATE_COMMAND_START_POINT# 
• #TEMPLATE COMMAND_END_POINT# 

 テンプレート開始ドキュメントコメントとテンプレート終了ドキュメン

トコメントの間にあるコマンドは、ユーザーがテンプレートから新しい測定ルー

チンを作成するときに、PC-DMISがそれに追加するものです。PC-DMISはそれ

らのコメントの外側にあるコマンドを除外します。 

4. 測定ルーチンを保存して閉じます。 

テンプレートからルーチンを作成する 

1. ホームページの左ペインで新規をクリックして、使用可能なテンプレートを表

示します。 
2. 新規ビューから新しい測定ルーチンを作る元になるテンプレートを選択します

。 
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3. 右ペインで以下の項目を記入します 
• パート名にパートの名前を入力します。PC-DMISは測定ルーチンのファ

イル名にこれを使用します。 
• 場所で測定ルーチンを保存する場所を定義します。 
• 必要に応じてシリアル番号と改訂番号を記入します。 
• 必要に応じて GD&T 標準 を選択します。 
• 単位でテンプレートで使用されるのと同じ単位を選択します。 
• PC-DMISがオンラインモードにあり、ユーザーがオフライン測定ルーチ

ンのためのPC-DMIS機能を持っている場合、測定ルーチンを測定機に接

続したいか、またはそれがオフライン測定ルーチンであるかどうかを決定

します。それを測定機に接続する場合は、オンラインの作成オプション

をオンにします。オフライン測定ルーチンを希望する場合は、オンライ

ンの作成オプションをオフにします。 
4. 作成をクリックして、測定ルーチンを作成します。 

GD&T 標準は測定ルーチン内のサイズ (寸法) 公差または幾何公差に影響を与えます。

選択する標準は従来の寸法には影響を与えません。[設定オプション] ダイアログボック

スの [幾何公差] タブからいつでも選択した GD&T 標準を変更することができます。但

し、この設定は変更時点における測定ルーチンの内容に応じて測定ルーチン全体に適用

されるため、ルーチンの動作が異なることがあります。  

[幾何公差] タブについては、「環境設定」章にある「設定オプション：幾何公差タブ」

を参照してください。 

テンプレートの記述を編集する 

1. 管理者としてPC-DMISを実行します。 
2. ホームページの左ペインで新規をクリックして、使用可能なテンプレートを表

示します。 
3. 新規ビューから、その記述を変更したいテンプレートを選択します。 
4. ...メニューオプションでテンプレートの編集をクリックします。 
5. テンプレートの編集ダイアログボックスで、記述を変更してOKをクリックしま

す。 

テンプレートのコマンドを編集する 

1. ファイルエクスプローラでPC-DMISがテンプレートを保存する以下のフォルダ

に移動します 
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C:\ProgramData\Hexagon\PC-DMIS\2026.1\Templates 

2. テンプレートのフォルダを見つけます。フォルダ名はテンプレートの名前と同じ

です。 
3. そのフォルダ内でMMまたはInchフォルダのいずれかを開きます。 
4. .prgをダブルクリックしてPC-DMISの内部で開きます。 
5. その.prgを変更して保存します。 

テンプレートを変更する他の方法は元の測定ルーチンを変更して、同じ名前でテンプレ

ートを再度作成することです。 

テンプレートを削除する 

新規ビューからテンプレートの記述を変更できます。 

1. 管理者としてPC-DMISを実行します。 
2. ホームページの左ペインで新規をクリックして、使用可能なテンプレートを表

示します。 
3. 新規ビューから、削除したいテンプレートを選択します。 
4. ...メニューでテンプレートの削除をクリックします。 

 

ルーチンを開く 

1. ホームページから、[ホーム]、[最近]、[お気に入り]、または[開く]のいずれかの

ビューをクリックします。 
2. 開きたいタイルをダブルクリックします。また、タイルを 1 回クリックして [...] 

メニューから [開く] をクリックします。 

PC-DMISはまた、最近ビューにもルーチンを追加します。 

 

最近からのルーチンの削除 

1. ホームページから、最近ビューをクリックします。 
2. 1つ以上のルーチンタイルを選択します。 
3. タイルの右上に表示される...メニューをクリックします。 
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4. [最近を削除]をクリックして、最近のビューからルーチンを削除します。 

 

お気に入りに項目を追加する 

1. ホームページから、1つまたは複数の測定ルーチンを選択します。 
2. いずれかの測定ルーチンの右上に表示される...メニューをクリックしてください

。 
3. お気に入りの追加を選択します。  
4. お気に入りビューをクリックして、新しく追加した項目を表示します。 

[...]メニューを使用して、項目を[お気に入り]に追加することもできます。詳しくは、「

... メニュー」を参照してください。 

 

お気に入りから項目を削除する 

1. ホームページのお気に入りビューから、1つ以上のルーチンを選択します。 
2. いずれかのルーチンの右上に表示される...メニューをクリックしてください。 
3. お気に入りを削除を選択します。 

[...]メニューを使用して、お気に入りから項目を削除することもできます。詳しくは、

「... メニュー」を参照してください。 

 

テーマを変更する 

1. ホームページの左側のサイドバーから、設定をクリックして設定画面を表示し

ます。 
2. 設定画面から、現在のテーマを明または暗に変更します。 
3. PC-DMIS を再起動します。 
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ルーチンの場所を追加する 

1. 管理者としてPC-DMISを実行します。 
2. ホームページの左側のサイドバーから、設定をクリックして設定画面を表示し

ます。 
3. [設定]画面から、[ユーザーフォルダを新規作成]をクリックして新しいフォルダ

の場所を定義します。 
4. 新しいフォルダに対して、ラベル、パス、および拡張子の値を定義します。 

5. 確認ボタン（  ）をクリックして新しい場所を受け入れます。 
6. 開くビューをクリックして、新しく追加されたフォルダを表示します。 

 

ホームページを無効化する 

1. 測定ルーチンを開くか作成します。 
2. 編集|カスタム設定|セットアップを選択してセットアップのオプションダイアロ

グボックスを表示します。 
3. [セットアップオプション]ダイアログボックスで、[全般]タブをクリックします

。 
4. [全般]タブのチェックボックスの一覧から、[ホームページを表示]をオフにしま

す。 
5. [OK]をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更内容を確定します。 

次回すべてのルーチンを閉じるときには、ホームページは表示されません。 

メニュー バー 

 

下記のトピックは各メニューの簡単な説明を提供します。詳しくは、必要に応じて適切

な章を参照してください。また、PC-DMISには、色々なショートカットメニューがあ

ります。これらは「ショートカットキーおよびショートカットメニューの使用: はじめ

に」の章で説明しています。 

特定のメニュー項目のヘルプを表示するには、メニュー項目の上にマウスポインタを置

き、F1キーを押します。 
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ファイル 

ファイルメニューでは、ファイルのオープン、保存および印刷、編集ウィンドウへの

アクセス、実行モードでの測定ルーチンの実行、または測定ルーチンからの終了を行う

ことができます。詳しい説明については、「基本的なファイルオプションの使用: 概要

」および「高度なファイルオプションの使用: 概要」章を参照して下さい。 

PC-DMIS が [ファイル] メニューの下半分に表示するファイル数を管理することができ

ます。詳細については、PC-DMIS 設定エディタドキュメントの「最近のファイル一覧

」トピックを参照してください。 

 

編集 

[編集]メニューでは、測定ルーチンのユーザー設定、測定ルーチンまたはCAD表示を編

集できます。 

• 優先設定を編集するには、「優先設定: はじめに」の章を参照してください。 
• 編集ウィンドウで測定ルーチンを編集するための詳細については、「測定ルーチ

ンの編集：概要」と「編集ウィンドウの使用 : 概要」の章を参照してください。 
• CAD図面の表示を編集するには、「CAD表示の編集: はじめに」の章を参照して

ください。 

 

表示 

ビューメニューでは、全てのウィンドウ、エディタ、及びPC-DMIS利用可能なツール

バーにアクセスできます。完全な情報については、「その他のウィンドウ、エディタ、

及びツールの使用: 概要」の章を参照してください。 

 

挿入 

測定ルーチンの一連のコマンドには [挿入] メニューからアクセスできます。 
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本文書を構成する大部分の章は、このメニューに表示されるオプションおよびサブメニ

ューからのものです。 

• オプションに関する情報は「ハードウェアの定義」章の [ハードウェア定義] サ
ブメニューにあります。 

• [要素] サブメニューのオプションに関する情報は以下の章にあります：「要素の

自動作成」、「測定される要素の作成」、「既存要素から新規要素を作成」、「

一般要素の作成」。 
• [アラインメント] サブメニューのオプションに関する情報は、「アラインメント

の作成および使用」章にあります。 
• [寸法] サブメニューのオプションに関する情報は「従来の寸法の使用」章にあり

ます。 
• [スキャン] サブメニューのオプションに関する情報は「パートのスキャン」章に

あります。 
• [移動] サブメニューのオプションに関する情報は「移動コマンドの挿入」章にあ

ります。 
• [フローコントロールコマンド] サブメニューのオプションに関する情報は、「フ

ローコントロールを使用した分枝」章にあります。 
• [統計コマンド] サブメニューのオプションに関する情報は「統計データの追跡」

章にあります。 
• [レポートコマンド] サブメニューのオプションは、[Diminfo] および [Pointinfo] 

ボックスを CAD 表示および測定ルーチンに追加する機能も備えています。この

オプションに関する情報は「レポートコマンドの挿入」章にあります。 
• [ファイル I/O コマンド] サブメニューのオプションに関する情報は、「ファイル

入力/出力の使用」章にあります。 
• [モジュール] サブメニューのオプションは、PC-DMIS とともにインストールさ

れるツールキットモジュールを表しています。 
• [挿入] メニューの残りオプションに関する情報は、「式および変数の使用」章と

「外部要素の追加」章にあります。 

 

操作 

操作 メニューの項目はドキュメントの様々なトピックに説明されます。 
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ｳｨﾝﾄﾞｳ 

[ウィンドウ]メニューでは開いているすべての測定ルーチンの表示を管理できます。「

複数ウィンドウの操作と表示」の章を参照してください。 

ヘルプ 

[ヘルプ]メニューには、次のメニュー･アイテムがあります： 

検索 - この項目は PC-DMIS はじめにヘルプの紹介ページを開きます。そこから PC-
DMIS ヘルプの内容全体を検索できます。PC-DMIS ヘルプにアクセスするにはいつで

も、[ヘルプ] メニューから、この項目を選択するか、またはF1キーを押します。イン

ストールの後に初めてヘルプを実行する時は、数秒かかることがあります。その後、そ

れはより速く開きます。 

ヘルプの使用 - このアイテムはPC-DMIS ヘルプファイルにある「ヘルプの使用：初め

に」の章を開きます。そこにあるトピックでは、ヘルプ内の情報の検索と検索に関する

ヒントを紹介しています。 

オフラインヘルプ - この項目は、ヘルプコンテンツにアクセスするたびに、PC-DMIS
がオフラインヘルプを表示するかどうかを決定します。このメニュー項目の隣にあるチ

ェックマークは、インターネットにアクセスできる場合でもPC-DMISがオフラインヘ

ルプを使用することを意味します。チェックマークが付いていない場合、PC-DMISは
オンラインヘルプを使用します。インターネットにアクセスできず、オフラインヘルプ

がインストールされていない場合、PC-DMIS はインターネットに接続するか、オフラ

インヘルプをインストールする必要があることを知らせるメッセージを表示します。 

リリースノート - この項目は、このバージョンのソフトウェアに同梱されている

readme.pdfファイルです。readme.pdfには、このバージョンのPC-DMISに関する情報

が含まれています。からWebブラウザでリリースノートを見ることもできます。 

バージョンの情報 - このアイテムはバージョンの情報ダイアログボックスを開きます。

このダイアログボックスには、特定のバージョンとライセンス情報が表示されます。そ

れはまたユーザのコンピュータに固有の測定機IDを提供し、それはいくつかのステー

タスと通知メッセージで使われるかもしれません。 
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キーボードを用いての、メニュー バーからのオプション

選択 

キーボードを使用してメニューを開いてオプションを参照するには、Alt キーを押し、

開きたいメニュー名で下線が付いている文字を押します。 

例えば、[ビュー] メニューオプションで「V」に下線が付いていることが確認できます

。これは [Alt + V] キーを押して [ビュー] メニューを開くことができることを意味しま

す。同様の方法で [ビュー] メニューでオプションを選択できます。メニューオプショ

ンに対応する下線付き文字を単に押します。(例えば、カット: 「T」キーを押します)。 

また、メニューは矢印キーでも開くことができます。 

手順は次のとおりです: 

1. メニューバーに切り換えるには ALT キーを押します。 
2. 希望のメニューに移動するには、左または右矢印キーを使用します。 
3. オプションを選択するには上または下矢印キーを使用します。 
4. 希望のオプションが強調表示されたら、Enter キーを押します。 

また、ショートカット キーには、多数のオプションが割り当てられています。ショー

トカットキーはコマンドまたはオプションの右側に表示されます。 

さらに詳しい情報について、「ショートカットキーおよびメニューの使用」の章を参照

してください。 

 

ツール バー エリア 

PC-DMISは頻繁に使用されるコマンドで構成された様々なツールバーを提供します。

これらのツール バーは、二つの方法のうちいずれかを用いてアクセスすることができ

ます。 

1. 画像 | ツール バーサブメニューを選び、現れたメニューからツール バーを選択

して下さい。 
2. PC-DMISのツールバーエリアを右クリックし、現れたショートカット メニュー

からツール バーを選択して下さい。 



グラフィックの表示ウィンドウ 

25 

ツールバーエリアにツールバーが置かれたら、まず左または右のエッジとボタンの間の

スペースをクリックして、ツールバーを別の場所にドラッグすることでツールバーを移

動できます。 

PC-DMIS ツールバーに関する詳細な説明については、「ツールバーの使用」の章を参

照してください。 

 

グラフィックの表示ウィンドウ 

グラフィックの表示ウィンドウはグラフィックを非常に簡単に表示します。測定ルーチ

ンを作成またはそれにアクセスしているとき、デフォルトではこのウィンドウが開きま

す。このウィンドウを表示または非表示にするには、 表示| グラフィックの表示ウィン

ドウメニューオプションを選択します。このウィンドウは下記を表示します: 

• このウィンドウは、インポートされたCADパーツ、プローブ、任意のシミュレ

ートされた測定機や固定具などを、複数の画面で画像表示します。 
• 測定要素、自動要素、及び作成された要素とそれらのIDラベル 
• スキャン、寸法、GD&Tコールアウト、およびテキストボックスが表示されます

。 

グラフィックの表示ウィンドウはPC-DMISの不可欠な部分です。グラフィックの表示

ウィンドウの編集、および画面表示を変更することについては、「CAD表示の編集」

の章を参照してください。グラフィック表示ウィンドウの設定については、「CADや

グラフィックスの設定」を参照してください。グラフィック表示ウィンドウの使用方法

の詳細については、以下のトピックを参照してください。 

 

ステータス バー 

 

ステータスバーには次のように表示されます： 
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A. メッセージボックス: 一番左のボックスは現在のプロシージャまたはコマンドに

関係つける手順およびその他の情報を示します。 
B. X、 Y、および Z ボックス: これらのボックスはプローブの X、 Y、及び Z 位置

を示します。ステータスバー内の 3 つの座標のうち任意の 1 つをクリックする

と [点の自動移動] ダイアログボックスが表示されます。（DCC の点移動に関す

る詳しい情報は移動コマンドの挿入の章にある「点の移動コマンドの挿入」を参

照してください） 
C. W: 回転テーブルの角度: 
D. A、B、Cボックス：これらのボックスには、CMSプローブなどの3軸のリストプ

ローブのA、B、Cの手首角度が表示されます。お使いの手首プローブは2つの軸

のみを支援します。その場合、ステータスバーのこの部分には A と B のみが表

示されます。 
E. SD: これは最後の要素測定の標準偏差を示します。 
F. ヒット#: 現在取られるヒット数を示します。 
G. IN/MM: これは測定ルーチンで使用される現在の測定の単位を示します。 
H. 行: ボックスは編集レポートにカーソルの位置の現在の行を表示する番号を示し

ます。列: テキストは編集レポートにカーソルの位置の現在の列を表示する番号

を示します。 

ステータス バー操作 

• ステータスバーを拡大するには、[表示 | ステータス バー | 拡大]を選択します。

サイズが大きくなっているため、この大きなステータスバーには、[メッセージ]
、[XYZ]、[SD]、[ヒット数：]、[行：]および[列：]ボックスのみが表示されます

。 

• ステータスバーを通常のサイズに戻すには、ビュー|ステータスバー|標準を選択

します。 
• ステータスバーを表示または非表示するには、[表示 | ステータス バー | ステー

タスバーを非表示にする] を選択します。 

ダイアログ ボックスの内容 
ダイアログボックスにはコマンドの実行方法をPC-DMISに指示するために選択できる

様々なボックスおよびボタン (コントロールと呼ばれます) があります。ダイアログボ

ックスは時には選択済みのデフォルト設定を表示し、変更の必要がない場合はデフォル
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トのままにしておくことができます。ダイアログボックスの変更後、OKをクリックし

てコマンドを実行します。コマンドを取り消してダイアログボックスを閉じるには、

取り消しボタンをクリックします。 

グラフィックはPC-DMISにほとんどのダイアログボックスのいくつかの共通の要素を

説明します。  
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A - 編集ボックスまたはフィールズ 

B - List Box一覧ボックス： 

C - ドロップダウンリストボックス 

D - チェックボックス 

E - コマンド ボタン 

F - タブ 

編集ボックス 

編集ボックスで目的の値または名前を入力します。本文書では、手動編集ボックスは単

に「ボックス」と表記されます。PC-DMISの多くのダイアログボックスで使われてい

る、編集ボックスを以下に列挙します： 
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ID=[フィーチャー] 

 

このボックスは要素、寸法IDまたは作成される要素と寸法の名前を示します。 

IDを変更するには： 

1. 直前に表示されていたIDを選択して下さい。 
2. 新IDをタイプして下さい。 
3. タブキーを押して下さい。 

測定寸法IDの変更について： 

• IDの数字部分のみ変更し、測定結果のカウンターを任意の数字にリセットするこ

とができます。 
• IDのテキスト部分のみを変更し、次の測定結果からデフォルトのテキストとして

設定することができます。(「ユーザー設定」章にある [設定オプション] ダイア

ログ ボックスの [ID設定] タブを参照してください。) 

 

検索ID 

 

[IDを検索] ボックスには、現在の操作で使用する要素 (または寸法) IDを入力できます

。このボックスを使用すると、メタキャラクタ検索オプションを用いた検索が可能です

。要素 (または測定結果) IDは、適切な 要素リスト ボックス(または測定結果リスト ボ
ックス)でハイライトされます。 

[IDを検索] ボックスに要素 ID を入力して ENTER を押すと、PC-DMIS は [要素一覧] ま
たは [寸法一覧] ボックスからその要素を選択します。 

 

直前のいくつかを選択 
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最終要素からの選択数 ボックスでは、要素（または寸法）の最後から特定の数を選択

できます。例えば、 最後に作成された四つの要素を選択したい時、単に4を入力して

TABキーを押します。PC-DMISは要素リスト ボックスに選択された要素をハイライト

します。 

一覧ボックス 

リストボックスは編集ボックスと似ていますが、リスト表示された値を変更することは

できません。この文書では、リストボックスは「リスト」または「ボックス」と呼びま

す。PC-DMISの多くのダイアログボックスで使われている、リストを以下に列挙しま

す： 

 

要素リストボックス 

 

要素リストボックス 

要素リスト ボックスは測定ルーチン内で利用可能な要素のリストから成ります。PC-
DMISは、選択した要素を使用してアラインメントを定義し、新しい要素を作成し、寸

法を作成し、他のタスクを実行します。CAD 表示の編集の章にあるグラフィックス表

示ウインドウを使用した要素の選択トピックに記載された指示に従って要素を選択して

ください。 
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 グラフィカルヒットの選択方法を使用して、整列、構成または寸法の入力を選

択することもできます。詳細については、「図形ヒットの選択方法」を参照してくださ

い。 

QuickFeature機能を使用する場合は、ダイアログボックスが開いた状態で新規要素を

追加できます。PC-DMISは、作成時にリスト内の要素を選択します。QuickFeatureの
作成の詳細については、「自動要素の作成」の章の「QuickFeaturesの作成」を参照し

てください。 

左側にアスタリスク (*) の付いた赤色のテキストで表示された要素は、測定ルーチン実

行中にスキップされた要素であることを示します。 

 PC-DMISが実行中にスキップされた要素を使用する寸法をレポートする方法の

詳細については、このドキュメントの「実行中にスキップされた要素を使用した寸法の

レポート」トピックを参照してください。 

選択された（強調表示されている）要素を選択解除するには、[クリア]または[リストを

クリア]ボタンを使用します。 

外部測定ルーチンを添付している場合 (「外部要素の追加」 章の「外部測定ルーチンの

添付」を参照）、PC-DMISは 添付された測定ルーチンの参照に使用する変数（または

ポインタ）も一覧表示します。プラス記号（+）がポインタの左に表示されます。この

プラス記号をクリックすると、添付された測定ルーチンの全要素が展開または折り畳み

表示されます。 

要素の並べ替え 

[要素の一覧] ボックスの上にあるドロップダウン矢印ボタンをクリックすると、以下に

示すように利用可能な様々な並べ替え方法が表示されます。 

 

[要素一覧並べ替え] メニュー 
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選択が行われたら、選択したオプションをもとに自動的にリストが並べ替えられます。

リストに新しい項目が追加された場合、[並べ替え] ボタンをクリックすると、ボタンに

表示されている現在の並べ替えオプションに基づいてリストが再度並べ替えられます。

ボタンを再度クリックすると、表示された並べ替え方法の右にある上（または下）矢印

に示すようにリストが逆順に並べ替えられます。 

定義されたオプションの並べ替え 

• ID - 要素 ID に基づいてリストをアルファベット順に並べ替えます。 
• タイプ - 要素タイプごとに並べ替えます。この場合、要素の ID は第二並べ替え

条件として使用されます。 
• ルーチン - 要素が測定ルーチン内で表示される順番に基づいてリストを並べ替え

ます。 
• 時間 - 最後に測定された要素の時間に基づいてリストを並べ替えます。 

 

測定寸法一覧ボックス 

 

測定結果リストボックスは測定ルーチンに作成されたすべての測定結果のリストから

成ります。リストボックスから希望の測定結果を選択し、関連するダイアログボックス

で希望の変更またはオプションを選択することによって、測定結果を編集したり分析す

ることができます。ユーザは、CtrlまたはShiftを押す同時に、もう一つの寸法をクリッ

クすることによって、一度に複数の寸法を選ぶことができます。 

寸法情報の編集ダイアログボックス内で、寸法が既に寸法情報ボックスに関連付けら

れている場合、PC-DMISはリストの寸法IDの隣に星印（*）を付けて表示します。寸法

情報が現在のビューのどれにも表示されていない場合、IDの隣にシャープ記号（#）が

付きます。 
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例えば、CIR4 という名前の円に対して RND1 という名前の真円度の測定結果を仮定し

ます。この真円度の測定結果には既に関連する DIMINFO ボックスが付いているが、

DIMINFO ボックスはグラフィックの表示ウィンドウのすべてのビューから隠れている

場合、リスト内の ID は次のように表示されます:  

 

アスタリスクと数字符号の記号を示す例 

 

チェックボックス 

チェックボックスをクリックしてオプションをオンまたはオフにします。オプションは

チェックマークがボックス内に表示されたときに「オン」と見なされます。複数のチェ

ックボックスを選択できます。 

 

コマンドボタンは、動作を実行します。PC-DMISのほとんどのダイアログボックスに

共通のコマンドボタンは次のとおりです： 

適用 このボタンはダイアログボックスへの選択を適用してもっとの変更にダイア

ログボックスを開いたままにします。 

OK ボタンは変更の保存と適用またはダイアログ ボックスの終了ができます。一

部のダイアログボックスでは、このボタンは編集ウィンドウにコマンドを挿入し

ます。 

キャンセル - このボタンを押すとすべての変更を無視し、ダイアログボックスを

閉じます。 

削除 - このボタンは特定のリストボックスから項目(作成済の要素、寸法、プロー

ブ・ファイル、整列情報など）を除去します。CADを削除 ダイアログ ボックス

に、削除 コマンド・ボタンは選択した理論値要素を削除します。詳細については

、「CADの削除」を参照してください。 

最後 - このボタンでは、関連する一覧ボックスから最後の項目を選択できます。 

最後のふたつ - ボタンで関連する一覧ボックスから最後の二つの項目を選択でき

ます。 
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すべてを選択 - このボタンで関連付けられているリストボックスにすべての項目

を選択します。 

デフォルト - このボタンはいくつかのパラメータのデフォルト設定を更新します

。新しい測定ルーチンを作成すると、デフォルト値として保存されているすべて

の変更点が反映されます。 

デフォルト値はJSONファイルに保存されます。適切なダイアログボックスでこ

れらのパラメータを更新するか、またはPC-DMIS Settings Editorを使用して設定

エントリ自体を編集できます。このアプリケーションはPC-DMISでインストール

設定に含まれています。より詳しい情報については 「設定エントリーの変更」を

参照してください。 

• [デフォルト]ボタンをクリックしないで[OK]ボタンをクリックすると、定

義したパラメータがアクティブな測定ルーチンにのみ適用され、エントリ

ー変更は行われません。 
• パラメータを変更し、[デフォルト] ボタンをクリックする場合、PC-DMIS

はエントリーを更新して、デフォルトをその時点のエントリーに再定義し

ます。 

[デフォルト] ボタンで、後に作成された新しい測定ルーチンに新しいデフォルト

値を保存および適用できます。 

リコール (呼び戻す) - このボタンを使用すると、[デフォルト] ボタンをクリック

することによって、元の値が変更されていない限り、元の工場出荷時の設定を呼

び戻すことができます。その場合、PC-DMIS は JSON ファイルに保存した値を

回復します。 

[測定機オプション] ダイアログボックスを使用して、コントローラから元の工場

出荷時設定を読み取って復元する方法に関する情報については、「環境設定」章

の「測定機インターフェースのセットアップ」を参照して下さい。 

作成 - このボタンは特定のダイアログボックスに加えられた変更を適用し、要素

、寸法、スキャンなどを作成します。次にそれが作成された項目を編集ウィンド

ウとグラフィック表示ウィンドウに配置します。 

作成ボタンではダイアログ ボックスを閉じません。ダイアログボックスを閉じる

には、閉じるボタンをクリックします。 
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閉じる - このボタンはダイアログボックスを閉じます。いくつかのダイアログボ

ックス（それ以上のオプションを選択したい場所）では OK、 適用 、または作成 
ボタンで自動にダイアログボックスを閉じません。 

クリア - このコマンドボタンは、リストボックスから選択したアイテムのハイラ

イトをクリアします。場合によっては、このボタンをクリックすると、特定のリ

ストボックスから項目が完全に削除されます（新角度のリストボックスからのAB
位置など）。 

いくつかのダイアログ ボックスとタブに クリア ボタンは 適用 または OK ボタン

はクリックされてPC-DMISに現在の「ビルドイン」値を回復する前に入力また変

更された任意の値をクリアします。デフォルト ボタンを使用してデフォルト値を

保存したい場合、PC-DMISはそれらの値を保存します。 

元に戻す - このボタンは 適用ボタン(またはDCCのスキャン全般 ボタン) の操作

を元に戻します。一度OKボタンをクリックすると、変更を元に戻すことはできま

せん。 

ヘルプ - このボタンでは、現在ダイアログ ボックスと関連するオンライン･ヘル

プのトピックを開きます。 

 

ダイアログ ボックスのタブ 

ダイアログ ボックスの中には、タブを含むものがあります。識別マーカーとして、こ

れらのタブファイリングキャビネット内のフォルダの名前と同じようになります。簡単

にタブにクリックして希望のウィンドウまたはほかのタブの前のオプションをもたらし

ます。タブに関連付けられたすべてのオプションやコマンドは表示されます。 

 

ドロップダウンリストボックス 

ドロップダウン一覧ボックスはメニューのよう作業します。現在の選択の右側にある [
ドロップダウン矢印] アイコン  をクリックするか、またはキーボードの ALT キーを

押しながら上または下矢印キーを連続して押します。F4 を押すと利用可能なオプショ

ンが表示されます。一覧を閉じるには、F4キーを再度押して下さい。ソフトウェアは

強調表示されたボックスに現在の選択を表示します。 
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アクセスダイアログボックスのオプション 

マウスまたはキーボードを使用して、ダイアログボックス内のオプションにアクセスで

きます。マウスを使用してオプションにアクセスするには、目的のオプションをポイン

トしてクリックします。 

キーボードを用いれば、利用可能なオプションの間を様々な方法で移動できます: 

• 次に使用可能なオプションに移動するには、Tab キーを押します。 
• 前の利用可能なオプションに移動するには、 Shift+Tab を押します。 
• 現時点のドロップダウンリストを表示するには、Arrow キーを押します。 
• 現時点のコマンドを選択するには、 Enter キーを押します。  
• 現時点のチェックボックスまたはボタンを選択するには、Space Bar を押しま

す。 

 

編集ウィンドウをスクロール 

編集ウィンドウは、ダイアログ ボックスと同じように移動できます。「ダイアログ ボックス
の移動」を参照してください 

編集ウィンドウでは、スクロールバーを使って、ウィンドウ内のデータをより多く見る

ことができます。 

スクロールするには： 

1. マウスポインターをスクロール矢印の上に置いて下さい。 
2. マウスの左ボタンをクリックまたは押さえ続けて下さい。 

PC-DMISは、スクロール矢印の指す方向にテキストをスクロールします。例えば、ス

クロールダウンするには、下向きのスクロール矢印をポインターで選び、マウスの左ボ

タンをクリックして下さい。 

編集ウィンドウについて詳しくは、「測定ルーチンの編集」と「編集ウィンドウの使用

」の章を参照してください。 
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ダイアログ ボックスの移動 

マウスを使って、ウィンドウやダイアログボックスを移動することができます。 

ダイアログ ボックスまたはウィンドウを移動するには： 

1. マウスポインターをタイトルバーの上に置いて下さい。 
2. マウスの左ボタンを押さえ続けて下さい。 
3. グラフィックス表示ウィンドウの希望の位置にダイアログボックスまたはウィン

ドウをドラッグします。 
4. マウスボタンをリリースします。 

PC-DMIS ダイアログボックスまたはウィンドウを新しい場所に移動します。 

PC-DMISは、さまざまなPC-DMISダイアログボックスの最後の位置を格納します。ダ

イアログボックスを再度開く場合、最後に使用した場所（複数のモニタ間でも）でダイ

アログボックスが開きます。 

 PC-DMISを別のモニタに移動すると、PC-DMISはダイアログボックスの位置を

リセットします。つまり、ダイアログボックスをそのモニターのデフォルトの位置に開

きます。 

ユーザーインタフェースの他の部分にいくつかのダイアログボックスおよびその他のイ

ンターフェイス要素をドッキングすることができます。これらのダイアログボックスは

移動前に、ドッキング解除しなければならない場合があります。UIエレメントのドック

およびドック解除する方法について詳しくは、「ユーザーインタフェースエレメントの

ドックおよびドック解除」を参照してください。 

ユーザー インターフェイスのカスタマイズ 
メニューの再編成、独自のプログラムをメニューへ追加、または新しいメニューとオプ

ションを同時に作成することが可能です。PC-DMISで PC-DMISにコマンドをネイティ

ブにリンクして、ツールバーにコマンドをカスタマイズできます。ユーザーインターフ

ェイスを変更する方法については、以下のトピックで説明します： 

• デフォルト ユーザー インタフェースの回復 
• ユーザー インタフェイスのフォントのカスタマイズ 
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• メニューのカスタマイズ 
• ツール バーのカスタマイズ 
• ショートカット キーのカスタマイズ 

 本文書の構成は、当バージョンの PC-DMIS で出荷されたデフォルト ユーザー 
インターフェースに基づいています。ユーザーインターフェースをカスタマイズすると

、既存の文書の手順に従いにくくなることにご注意ください。 
 

デフォルト ユーザー インタフェースの回復 

意図的なカスタムユーザーインターフェイスの変更を直ちに削除するには、以下の手順

に従います。 

 これによって、[カスタマイズ] メニューオプションで行なった変更が削除され

ます。([カスタマイズ] はツールバーエリアを右クリックすると表示されます。) 

1. PC-DMISを閉じて下さい。 
2. PC-DMISがインストールされた先のディレクトリに進んでください。 
3. お手持ちのWindows ユーザープロフィールであるディレクトリにアクセスして

下さい。 
4. 起動している言語の三つの文字コードを参照するメニュー_xxx.datという名前の

ファイルを削除します。英語について、menu_eng.datを削除します。 
5. PC-DMISを再起動して下さい。それはデフォルト ユーザー インターフェースを

使用します。 

メニュー、ツールバーおよびショートカットキーをカスタマイズする方法について詳し

くは、「メニューのカスタマイズ」、「ツールバーのカスタマイズ」および「ショート

カットキーのカスタマイズ」を参照してください。 
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ユーザー インタフェイスのフォントのカスタマイズ 

 

[フォント設定] ダイアログボックス 

フォント属性を変更するには、[編集 | ユーザー設定 | フォント] メニューオプションを

選択して [フォント設定] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを

使用して、メインPC-DMISユーザーインターフェイスのこれらのエリアのフォントと

その属性（フォントサイズやスタイルなど）を変更します。 

• ステータス バー 
• グラフィックの表示ウィンドウ 
• 編集ウインドウ 

フォントを変更するには： 

1. これらのオプションボタンの1つをクリックすると、標準フォントダイアログボ

ックスが表示されます： 
• アプリケーションフォント - これにより、メインアプリケーションのステ

ータスバーのフォントが変更されます。 
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• グラフィックフォント - これはグラフィック表示ウィンドウでのテキスト

のフォントを変更します。これは要素ラベル、測定結果情報、ポイント情

報テキストボックスなどに影響を及ぼします。表示されるフォントダイ

アログボックスの色リストはCAD GD&T特性IDの背景色を設定します。

「CAD表示の編集」章の「CAD GD&Tコールアウトでの作業」を参照し

てください。 
• 編集ウィンドウフォント–これは編集ウィンドウのフォントを変更します

。編集ウィンドウでの推奨フォントについては下記の注を参照してくださ

い。 
2. フォントダイアログボックスでリストを使用してフォント変更を選択します。 
3. OKをクリックして、フォントダイアログ ボックスを閉じます。 
4. フォント設定ダイアログボックスでOKをクリックして変更を確定します。 

 コンピュータシステムでは任意フォントを使用できますが、フォントの中には

スペースが均一でないものがあることに注意してください。これによってコンポーネン

トの一部が読みづらくなることがあります。編集ウィンドウのテキストでは、Courier 
Newフォントなど、モノスペースの固定幅フォントを使用することをお勧めします。

それ以外を選択すると、文字、行、見出しが期待通りに並ばないことがあります。 

CAD GD&T フォントサイズ 

このスライダを使用して、グラフィック表示ウィンドウに表示される任意のGD＆T 
CAD要素のサイズを拡大/縮小することができます。中間点の上または下のそれぞれの

増分は、フォントを10％増減します。スライダを調整すると、フォントサイズがダイ

ナミックに変更されます。変更されたフォントサイズを保持するにはOK をクリックし

ます。 

メニューのカスタマイズ 

メニューバーのメニューをカスタマイズするには： 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズメニュー オプションを選択して、カスタマイ

ズダイアログ ボックスにアクセスします。 
2. メニュータブを選択して下さい。 
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[カスタマイズ] ダイアログボックス– [メニュー] タブ 

このタブを用いて、新たなメニュー項目を加えたり、既存のメニュー項目を移動したり

、メニュー項目をメニューバーから完全に除去することができます。 

大きいメニューを使用チェックボックスを使用して大きいフォントに全部のメニュー

項目を示します。大きなメニューサイズを適用するにはPC-DMISを再起動する必要が

あります。 

 

メニュー項目の移動 

メニュー バー上の新規の位置へ、メニュー項目を移動するには： 

1. [表示 | ツールバー | カスタマイズ] メニューオプションを選択し、[カスタマイズ

] ダイアログボックスを開き、[メニュー] タブをクリックします。 
2. PC-DMIS実際のメニューバー(メニュータブのツリービューのメニューリストで

はない)に移動したいメニュー項目を移動します。 
3. 必要なメニュー項目を選択します。 
4. 新しい位置にドラッグします。メニュー構造で項目をドラッグすると、PC-

DMIS はユーザーが項目を追加したい場所を表示する小さな赤い矢印  を表示

します。 
5. マウスボタンをリリースします。メニューアイテムがその元の位置から新しい位

置に移動されます。 
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6. OK をクリックして変更を確定し、カスタマイズダイアログ ボックスを閉じま

す。 

 

メニュー項目の削除/復元 

メニュー バーからメニュー項目を除去するには： 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してカスタマイズ 
ダイアログ ボックスにアクセスし、メニュータブを選択します。 

2. PC-DMIS実際のメニューバー(メニュータブのツリービューのメニューリストで

はない)から削除したいメニュー項目に移動します。 
3. 必要なメニュー項目を選択します。 
4. それをメニュー バー エリアから外へドラッグして下さい。 
5. マウスボタンをリリースすると、当該メニュー項目がメニューから除去されます

。 
6. OK をクリックして変更を確定し、カスタマイズダイアログ ボックスを閉じま

す。 

削除されたメニュー項目の回復: 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してカスタマイズ 
ダイアログ ボックスにアクセスし、メニュータブを選択します。 

2. 復元したいメニュー項目にメニューツリービューの一覧に移動します。 
3. メニュー項目を選択してPC-DMIS実際のメニューバーにドラッグします。メニ

ュー構成上に項目をドラッグしている際に、マウスボタンを離した時に項目が追

加される場所を示す、小さな赤色の矢印  が現れます。 
4. メニュー項目を挿入するために、マウスボタンをリリースして下さい。 

 

既存メニュー項目の編集 

メニュー項目名、説明およびツールヒントなど、既存のメニュー項目を編集できます。

これをするには、以下の操作を行います。 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズメニュー オプションを選択して、カスタマイ

ズダイアログ ボックスにアクセスします。 
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2. ダイアログ ボックスが開いた後、PC-DMISのメニュー バー上をクリックして下

さい。 
3. PC-DMISの実際のメニューバー(メニュータブのツリービューのメニューリスト

ではない)に変更したいメニューバーの上に右クリックしてメニューを選択しま

す。メニュー項目を編集ダイアログ ボックスが現れます。 

 

[メニュー項目の編集] ダイアログボックス 

4. ダイアログ ボックスでメニュー項目を変更してOKをクリックします。 
5. カスタマイズダイアログ ボックスでOKをクリックします。 
6. 変更を検査します。 

 [メニューテキスト] ボックスでアンパサンド記号 (＆) の次の文字は、その文字

がそのメニュー項目を素早く選択するために Alt キーとともに使用されることを示しま

す。例えば、キーの組み合わせ Alt + F + N を押すと、ファイル | 新規 メニューオプシ

ョンから [新規測定ルーチン] ダイアログボックスが開きます。Ctrl + N キーの組み合わ

せでも、このダイアログボックスにアクセスできることに注意してください。 
 

新メニュー項目の追加 

自身のカスタムメニュー項目を作成でき、外部プログラムを結びまたはそれにバッチし

ます。それを行うには以下を実行します。 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してカスタマイズ 
ダイアログ ボックスにアクセスし、メニュータブを選択します。 

2. 項目を作成ボタンをクリックします。カスタム ウィザード / スクリプト / ツー

ルダイアログ ボックスが現れます。 
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3. […] ボタンをクリックします。[開く]ダイアログボックスが表示されます。 
4. [ファイルの種類] 一覧から挿入したいファイルの種類を選択します。 
5. カスタムアプリケーション、バッチファイル、BASICスクリプトなどを含むデ

ィレクトリに進んで下さい。 
6. 挿入されるファイルを選択し、次に開くをクリックします。開くダイアログボ

ックスが閉じて、ｶｽﾀﾑｳｨｻﾞｰﾄﾞ/ｽｸﾘﾌﾟﾄ/ﾂｰﾙ ダイアログボックスが選択したカスタ

ムプログラムに関連付けられるデフォルトの情報を示します。 

 

[カスタムウィザード / ツール] ダイアログボックスにおけるサンプルアプリケーションの例。 

コマンドファイル: 
ボックスはコマンドへのパスを示します。 

メニューテキスト: 
ボックスはアイテムのメニューに使用される名前を指定できます。 

ヘルプの説明: 
このボックスではマウスを項目の上に移動するときに PC-DMIS がステータスバ

ーに示す情報を定義できます。 

ツール先端: 
ボックスで、マウスをその上に覆いかぶさるときに項目に表示されたヒントテキ

ストを指定できます。これは、カスタム項目がツールバー（メニューではない）

に追加された時のみ動作します。 

関数:  
カスタムBASICスクリプトを使用しない限り、このボックスは使用できません

。このボックスが有効になると、これを用いて、読み込まれた .basファイルか

ら実行されるサブルーチン、または関数を定義することが可能です。丸括弧をつ
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けずに単にルーチン名を入力します。例えば、BASICスクリプト実行中に「

TestFunction」と入力すると、TestFunction ルーチンが起動します。 

変更アイコン: 
ボタンでメニュー項目の表示のアイコンを変更できます。 

7. このダイアログ ボックス内で、その他の必要な変更を行って下さい。 
8. 変更を確定するために、OK をクリックして下さい。PC-DMISは カスタマイズ 

ダイアログ ボックスのメニュー タブにﾕｰｻﾞｰ定義ｺﾏﾝﾄﾞツリーに新しく作成した

コマンドを挿入します。 
9. ﾕｰｻﾞｰ定義ｺﾏﾝﾄﾞツリービューリストを展開します。 
10. 新規に作成されたコマンドを選択し、PC-DMISの実際のメニューバー上にドラ

ッグします。メニュー構成上に項目をドラッグしている際に、マウスボタンを離

した時に項目が追加される場所を示す、小さな赤色の矢印  が現れます。 
11. コマンドを挿入するために、マウスボタンをリリースして下さい。 
12. カスタマイズダイアログ ボックスを閉じます。これで、新規に挿入されたメニ

ュー項目がメニュー バーに表示されます。 

ツール バーのカスタマイズ 

メニューバーに示すメニューをカスタマイズするには： 

1. [表示 |ツールバー |カスタマイズ] メニューオプションを選択して、[カスタマイ

ズ] ダイアログボックスにアクセスします。 
2. ツールバー タブを選択して下さい。 
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[カスタマイズ] ダイアログボックス - ツールバータブ 

このタブを用いて、新しいツールバーおよびツールバーアイコンの追加、新しいドロッ

プダウンツールバーの追加、カスタムツールバーの削除、および既存ツールバーへのツ

ールバーアイコンの再設定を行うことができます。 

大きいツールバーを使用チェックボックスを使用して全部のツールバー・アイコンを

大きいサイズに示します。OK または適用をクリックしている場合、この変更は自動に

発生します。PC-DMISを再起動する必要はありません。 

 

既存のツール バーの変更 

ユーザは下記のように既存のツールバーを変更することができます。[ビュー |ツールバ

ー |カスタマイズ] メニューオプションを選択して [ツールバー] タブを選択することに

よって、[カスタマイズ] ダイアログ ボックスにアクセスできます。 

メニュー項目をツールバーに追加するには: 
1. ツールバー定義のリストからツールバーを選択します。 
2. 利用可能な項目リストに添加したい項目を見つかります。 
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3. その項目を選択して [追加] ボタンをクリックします。項目は目的のツールバー

に表示されます。 
4. 適用 をクリックしてからOK を押して変更を受けます。 

ツールバーのアイコンを削除するには: 
1. ツールバー定義のリストからツールバーを選択します。 
2. リストに除去したい項目を見つかります（ダイアログの右側） 
3. その項目を選択して [削除] ボタンをクリックします。 
4. 適用 をクリックしてからOK を押して変更を受けます。 

 既存ツール バーは少なくとも1つのアイコンを持つ必要があります。最

後のアイコンを除去して適用 またはOKをクリックして、アイコンがツールバー

に残ります。 

変更内容を消去するには: 

リセットボタンをクリックします。OK または適用 ボタンがクリックされない限り、

ツールバーは以前の状態に戻ります。 

すべてのカスタマイズされたツールバーを削除して、 このバージョンで配布さ

れたレイアウトをリストアします: 

デフォルトボタンをクリックします。 

新しいツールバーアイテムを新規作成するには: 

新規をクリックします。[カスタムウィザード / スクリプト / ツール] ダイアログボック

スが開きます。追加する項目を選択します。 

このドキュメントは上記の「 新規メニュ項目を追加するには」トピックにカストム項

目を追加するプロセスをカバーします。 

ツールバーに項目の順序を並べ替えます: 
1. ツールバー定義のリストからツールバーを選択します。 
2. 移動しようとする項目を選択します。 
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3. 上向き矢印  または下向き矢印  ボタンをクリックしてリストのほかのツ

ールバーアイコンの中にそれぞれに項目を上下に移動します。 

カスタムツールバーの名前を変更する 
1. ツールバー定義のリストからツールバーを選択します。 
2. 名前を変更をクリックします。新しいツール バー名ボックスが現れます。 
3. ボックスに名前を入力してOKをクリックします。 

また、PC-DMISでは、別の方法を用いて、カスタム ツール バー上のどの項目でもすば

やく再編または削除することができます。Shiftキーを使用できます。手順は以下のと

おり: 

ツールバーのアイコンの削除と再配置するには： 

1. Shift キーを押して保持します。 
2. アイコンをクリックして、ドラッグします。アイコンが移動可能になります。 
3. アイコンを並べ替える場合、ツールバーの新しい場所にドラッグします。 
4. アイコンを削除している場合、それをツール バーの境界線外へドラッグして下

さい。 
5. マウスボタンをリリースして下さい。変更が行われます。 

 既存ツール バーがそれらにひとつ少なくとものアイコンを持つ必要があるので

、このファッションに最後アイコンを除去すると、PC-DMISを再起動するまでそれが

除去のみ続けます。再開後に、アイコンが再び表示されます。 

セパレータを追加するには： 

1. Shift キーを押して保持します。 
2. アイコンをクリック＆ドラッグして移動します。 
3. それを少し（その位置を再編するほどの距離ではなく）右にドラッグして下さい

。 
4. マウスボタンをリリースします。ソフトウェアはアイコンの左にセパレータを配

置します。 
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セパレータを削除するには： 

1. Shift キーを押して保持します。 
2. アイコンをクリックしてセパレーターの右へドラッグしてください。アイコンが

移動可能になります。 
3. 当該アイコンを区切りの左側にドラッグして下さい。 
4. マウスボタンをリリースして下さい。 

 

カスタム ツール バーの作成 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してツールバータ

ブを選択することにより、カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスできま

す。 
2. 新規とクリックしてツールバーを選択します。ツールバーの名前を要求する入

力ボックスが表示されます 
3. ツールバーの名前を入力してOKをクリックします。新しいツール バーが、ツー

ル バーの定義リストに現れます。これで、ツールバーを変更して新規のツール 
バー アイコンを受け入れることができます（「既存のツール バーの変更」を参

照して下さい）。 

 

カスタム ツール バーの削除 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してツールバータ

ブを選択することにより、カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスできま

す。 
2. ツール バー定義 リストからツールバーを選択します。 
3. 削除 ボタンをクリックして下さい。 
4. 変更を適用するには [適用] をクリックします。 

ショートカット キーのカスタマイズ 

メニュー項目にショートカット キーとPC-DMISコマンドをカスタマイズするには： 
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1. ビュー |ツールバー |カスタマイズメニュー オプションを選択して、カスタマイ

ズダイアログ ボックスにアクセスします。 
2. キーボード タブを選択して下さい。 

 

[カスタマイズ] ダイアログボックス– [キーボード] タブ 

このタブを用いて、PC-DMIS内のにコマンド呼び出し、及び、カスタマムメニュー用

とツール バー項目用の新ショートカットキー追加に使われている、ショートカットキ

ーを変更することができます。 

 

コマンドにショートカットキーを追加 

1. ビュー |ツールバー |カスタマイズ メニュー オプションを選択してキーボードタ

ブを選択することにより、カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスできま

す。 
2. [カテゴリ] および [メニュー選択] 一覧を使用して、変更したいコマンドを選択し

ます。一旦コマンドリストでコマンドを選択すると、現在のショートカットキ

ーがコマンドに割り当てられる場合、現在のショートカットボックスに表示さ

れます。 
3. 新規のショートカットキーを割り当てたいコマンドを、ハイライトで表示して下

さい。 
4. 新しいショートカット ボックスにクリックします。 
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5. コマンドに割り当てるキーを入力します。押されたキーはそれらを入力したよう

に示します。 
6. 割り当て ボタンをクリックして、新しいショートカットキーが他のショートカ

ットキーが現在のコマンドに割り当てることで現在のショートカットボックス

に表示します。 
7. 適用をクリックして変更を確定します。 

 他のタブと同様に、作成 ボタンを使用して最初にコマンドを作成し、それをカ

スタムプログラムに連結させることもできます。このコマンドを選択するには、[メニ

ュー選択] 一覧から [ユーザ定義] をクリックします。すべてのユーザ定義コマンドはコ

マンド一覧に表示されます。 
 

コマンドからショートカットキーを除去 

1. カスタマイズダイアログボックスを開くには、表示 |ツールバー |カスタマイズ 
メニューオプションを選択してキーボードタブをクリックします。 

2. カテゴリおよびメニュー選択リストを使用して変更したいコマンドを選択しま

す。コマンドリストでコマンドを選択すると、そのコマンドに現在のショート

カットキーまたはキーが割り当てられている場合、ソフトウェアはそれらのキー

を現在のショートカットボックスに表示します。 
3. ショートカットキーを削除したい命令を選択します。 
4. ショートカットを選択して除去します。 
5. 除去する ボタンをクリックして下さい。 
6. 適用をクリックして変更を確定します。 

ユーザー インターフェース要素のドッキン

グとアンドッキング 
一部のユーザー インターフェース要素（例えば、ツール バーやダイアログ ボックス）

は、その項目を他の項目の上にドラッグ/ドロップすれば、編集ウィンドウやツール バ
ー上でドッキングすることができます。ドッキングを望まない場合には、Ctrl キーを押

下しながらマウスボタンをリリースして下さい。それから、ツールバーまたはダイアロ

グボックスはその代わりにドックできる背景の上で空中停止します。 
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いくつかの項目には編集ウィンドウなど、その項目をドッキングまたはドッキング解除

できる右クリックメニュー項目 (ドッキング表示)があります。右クリックメニュー項目

が選択できない場合、開いているダイアログボックスを閉じてから再度試してください

。 

ウィンドウをカスケード表示 (ウィンドウ|カスケード表示) あるいはタイル表示 (ウィ

ンドウ|水平にタイル表示またはウィンドウ|垂直にタイル表示) し、ウィンドウのタイ

トルバーをクリックしてドラッグし1つのタイトルバーを別のタイトルバーの上に置か

なければならないことがあります。 
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